
情報教育における教師の情報リテラシーに関する一考察

1.はじめに

現代,我が国は高度情報化社会の途上にあり,情報

の生産・流通が多大な価値を有し,影響を及ぼすに

至っている。こうした社会においては,知識や情報を

自らが獲得し,効果的に活用することが必要とされる。

そのため個々人が,情報化社会の光と影の両側面につ

いて認識すると共に,これら情報に関する基礎的素養

を身につけなければならない。情報の波を氾濫させる

か,それとも情報を有効に利用するかは,情報利用者

の主体性に関わる問題である。lト4'

平成元年3月告示された新学習指導要領においても

「情報活用能力」の育成が,学校教育における児童・

生徒が身につけるべき基礎・基本のひとつとして新た

に付け加えられた。さらに文部省は,平成2年度から

全公立学校において,教育用コンピュータ整備のため

の国庫補助を実施している。これによって近い将来,

我が国の全ての公立学校にコンピュータが導入される

ことになる。5)~8)

このように急激な社会の変化と共に,現代人に求め

られる基礎・基本もまた多様化しており.多くの教師

は情報に関する基礎的素養という点では,このような

能力を体得していないのが現状である。9)また学校社

会というところは概して保守的性質を有しており,覗

状維持の方針をとりがちであるという指摘もなされて

いる10)
。そのため情報化社会に対応した教育を実践し
ていく上では,教員研修による資質・力量等の向上な

ど,教師の情報リテラシーの形成が早急の課題とされ

ている11)-18)
。しかしながら本課題のような新しい
テ-マの遂行においては,思い切った教師の意識改革

なしには目標への到達は有り得ない。

そこで筆者は,今後の情報教育を構築する上で重要

な教師の新しい役割を明確にすべく,広島県内におけ

る小学校及び中学校教師を対象に情報教育に関する意

識調査を実施した。本稿では,この調査をもとに従来

の教師の役割をも踏まえ,情報教育における教師の情

報リテラシーをめぐってその構造を明らかにすると共

に,学校教育の情報化への対応における教師の意識を

中　坪　史　典

(広島大学大学院)

明確にし,教師の情報リテラシーを形成する上での手

だてについて示唆を得ようとするものである。

2.調査の概要

2. 1　調査の項目

①　情報教育を実践する上で必要な教員研修内容(15

項目各7段階リッカ-ト尺度)及びそれら項目の重

要度(3項目順位付け選択)について

②　教育内容・方法・条件整備において必要な情報化

への対応(20項目各7段階リッカート尺度)及びそ

れら項目の重要度(3項目順位付け選択)について

③　情報教育を実践する上で重要な教師の情報リテラ

シー(15項目各7段階リッカート尺度)及びそれら

項目の重要度(3項目順位付け選択)について

2. 2　調査対象者の選択

広島県内の小学校(36校)及び中学校(16校)を無

作為に抽出し,その学校の教師(校長・教頭・教諭・

非常勤講師・養護教諭) 1012名を対象とした。

2. 3　調査の方法

①　調査時期　平成2年6月～7月

②　調査方法　郵送質問紙法

③　回収率　有効回答者数　202名(19.96%)

④　調査項目　表2-7参照。

なお回答者の内訳は,表1に示す通りである。

表1　回答者の内訳
rmm.

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 無回答 uf

男

性

/J嘩校 3 (4.8) 26 41.2 13(20.6 21(33.3) 0 0.0) 63 く56.8〉

中学校 5(10.4) 22(45.8) 7(14.6) 14 29.2 0(0.0) 48 く43.2〉

汁 7.2 48 43.2 20 18.0) 35(31.5 0(0.0) 111 く55.0〉

女

性

小学校 20 27.0 26(35.2 17(23.0) 10(13.6 l l.4 74 く81.3〉

中学校 6(35.4 6 35.4 4 23.6 1 5.9 0(0.0) 17 く18.7〉

汁 26(28.6) 32 35.2 21(23.1) ll(12.1 l l.1 91 く45.0〉

坐

体

JJ単校 23 16.8 52 38.0 30(21.9) 31 22.6) 1 0.7 137 〈67.8〉

中筆佼 ll(16.9 28 43.1 ll(16.9 15(23.1) 0(0.0) 65 く32.2〉

計 34 16.8 80(39.6) 41(20.3) 46 22.8 1 0.5 202く1(札0〉

3.分析の視点

我が国の情報教育が本格的に展開され始めたのは,

昭和60年以降のことである。社会教育審議会,臨時教
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育審議会,教育課程審議会等や政府関連委員会におい

て,教育改革の問題について,国際化と共に情報化へ

の対応が盛んに論議されるようになった19)-28)
。さら
に,情報教育に関する先行研究も,多数に及んでい

る29)-36)
。
これら研究は,コンピュータ・.リテラシー,CAI

(ComputerAssistedInstruction),CMKCompu-

terManagedInstruction)など学校教育におけるコン

ピュータの導入及び利用方法に関するものが多い。この

ためともすれば情報教育とコンピュータ教育とを混同し

かねないO確かに情報教育の中心的存在はコンピュータ

でありこれについて論議されることに異論はない。

しかしながら情報-コンビュ二タという短絡的な捉え

方で情報教育を考えることは問題があろう。なぜなら情

報を主体的に選択し処理するのはコンピュータではなく

我々人間である。コンビュ-夕が扱う情報のみが情報で

はない37)
。また情報リテラシーとコンビュ-夕・リテラ
シーについても同様である。コンピュータによって情報

を読みとる能力のみが情報リテラシーではない。直接的

に自分白身の感覚器宮を通して.情報を受けとる能力こ

そ情報リテラシーの中核といえるのである38)
。
以上のことを踏まえ,前述した三つのカテゴリーの

各々について因子分析を行い,情報教育を実践する上

で必要な教員研修内容の領域,学校教育の情報化への

対応の視点,教師の情報リテラシーについての因子を

抽出すると共に,その結果に基づいて学校教育におけ

る情報教育に関する教師の意識を考察する。

次に.各カテゴリーにおける各々の重要度をめぐっ

て,学校教育における情報教育に関する教師の意識を

考察する。

最後に,それら考察において得られた知見を整理し

教師の情報リテラシーを形成するうえでの手だてへの

示唆について述べ.まとめとしたい。

4.情報教育を実践する上で必要な教員研修内

容

4.1必要とされる教員研修内容の三領域

情報教育を実践する上でどのような教員研修内容を準

備する必要があるか,その必要度について因子分析を

行った。その結果三因子を抽出した。抽出された因子は

以下のように命名される。これに基づいて学校教育の情

報化への対応における教師の意識を考察してみる。(表2)

I コ ンビユI タ . リテラシl

Ⅲ 情報アウェアネス

Ⅲ 学校教育への情報教育導入に関する問題

I　この因子は「データベースの基礎的知識・活用方

法について」 「市販の教育用ソフトウェアの基礎的

知識・活用方法について」等の項目が含まれる。コ

ンピュータ等の情報機器を学習指導や学校事務処理

など.日常の活動にどのように利用したらよいかに

関する研修がひとつの領域として意識されていると

見ることができる。

II　この因子は「コンピュータの社会に及ぼす影響に

ついて」 「情報教育の現状と課題について」等の項

目が含まれる。情報教育実践にあたって,情報化社

会における様々な問題や,情報化されつつある日常

生活のメカニズムについての理解などに関する研修

がひとつの領域として意識されていると見ることが-

できる0

Ⅲ　この因子は「コンピュータの知識・操作活用方法

について」 「学校教育におけるコンピュータ利用の

実践事例について」等の項目が含まれる。学校にコ

ンピュータが導入された場合,具体的にどのような

教育を行ったらよいかに関する研修がひとつの領域

として意識されていると見ることができる。

表2　三因子の代表的教員研修内容例と因子負荷量(バ

リマックス回転後)及び必要度の平均値

項 目 I Ⅱ Ⅲ 共 通性 平 均値

14 デ l タ ベI スの基 礎和 璋 括 用方 法 につい て 0.8 74

0.3 25

0.8 31

0.4 02

0 .8 47 5.0 2

13 it瓶 の教 育 用ソ フ トウJL7 の基礎 他 藩 吉用方 法につ い
0.8 38 0 .83 7 5. 10

て

1 2 各 種ニ ユI メデ ィアの 基一郎 牧 識 教育 的利 用方 法につ い

て
0.8 00 0 .7 58 5. 13

1 1 コン ビユI タに よる艦 十処理 鵬 管理 の方 法 について 0.7 52 0 .6 76 5.0 8

1 0 コ ン ビユI タに よる学 習鮒 の開 発 につい て 0.7 42 0 .73 6 5.0 2

9 プ ログ ラム詔 鵬 扱 ぴ 1 ログ ラ ミング封菊 につい て 0.6 7 1 0.4 46

0.5 26

0.4 55

0 .72 3 4.8 3

1 5 ワl プ ロの操 作活 用方 法につ いて 0.6 6 1

0.3 5 1

0.fl 9

0 .53 2 5.4 1

2 コ ンピ ュー タの社 会に及 ぼす 影書 につ いて 0 .72 6 5.3 9

4 情 報教育 の功 夫と設題 につい て 0.7 97 0 .7 66 5.2 2

3 惰 轄男肩 の憩 につ いて 0.7 77 0 .7 48 5.0 7

1 伯 軒 と社 会の 光 と影の両 促了面 につ いて 0.7 60 0 .6 13 5.2 0

6 コ ンピ ュー タ導 入 に伴 う報 教育 の課題 につ いて

5 情 報頚青 にお ける 教育計 m 稚 防 法 に ついて

0.5 63

0.5 41

0 .7 17

0 .7 28

5 14

5.0 4

8 コ ノ ヒユI タの虹 彩 邑作活 用 方法 につ いて

7 雑 晴 にお け るコ ンビユI タ利 用の実 践事 例 につい て

0.5 99

0.5 14

0.3 02 0.6 48

0.5 46

0 .8 50

0 .6 53

5.2 0

5.3 2
国 有 値 5.2 9 1 3. 701 1.9 18 1 0.9 10

4. 2　必要とされる教員研修内容の重要度の意識

仮設した15項目について最も重要であると思われる

項目を選択してもらい(3項目順位付け選択:但し数

値は3項目の合計値である)情報教育を実践する上で

必要とされる教員研修内容の重要度について分析を

行った。これに基づいて学校教育の情報化への対応に

おける教師の意識を考察してみる。 (表3)

重要度の高いものとして「学校教育におけるコン

ピュータ利用の実践事例について」 「コンピュータの

知識・操作活用方法について」等があげられる。今後

学校にコンピュータが導入された場合,その利用方法

や教材開発方法についての研修を求める声が高い。

またI因子「コンピュータ・リテラシ-」の研修内
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容領域である「データベースの基礎的知識・活用方法

について」 「市販の教育用ソフトウェアの基礎的知識

・活用方掛こついて」等が必ずしも重要として意識さ

れていないことが指摘できる;

さらに現在行われている教員研修ではプログラミン

グ技術に関する内容が多いが38)-39) 「プログラム言

語及びプログラミング技術について」の項目は比較的

重要視されていないという結果が示されている。

表3　代表的教員研修内容についての重要度
人(,`)

川貞 項 目 全 体 5!1 女 性 JJq 4 年

止、 7 報 教 育に おけ るコ ンビ ユ l タ手順 の実践 事例 につ いて 2 9. 7 36. 0 2 2.0 M . S 32 .3

② 8 コン ビユ l タの恕 お 菜慣 用方法 につ いて 2 6. 2 25. 2 2 7.5 25. 6 : ?.t

ョ 10 コ ンピュー タに よる学 習頚封 の 閃免 につ いて 2 3. 3 礼 6 2 5.3 24. 1 2 1.5

④ 6 コン ビユ l タの導 入に と もな う報 教 育の 諜凪 こつ いて 2 1. 8 21. 6 2 2.0 : i. 2 23 .1

⑤ 4 †;弼 教 育の瑚 犬と課題 につ いて 19. 3 19. 8 1 8.7 21. 9 13 .9

⑥ 2 コン ピュー タの社 会 に及ぼ す影菅 につ いて 17. 3 19. 8 1 4.3 21. 2 9.2

<D 15 ワ I プロの操 作活 用方 法 につ いて 17. 3 12. 6 2 3. 1 19. 7 12 .3

⑧ 1 情 報化 社会 におけ る光 と影 の両 但価 につい て 16. 8 2 1. 6 l l.0 19. 7 1 0.8

⑨ 11 コ ンピュー タに よる統 計処 脇 括 甥 の方 法 につ いて 12. 4 14. 4 9.9 9. 5 1 8.5

⑬ 9 プ ロ グラム芸 棚 及び プ ログラ ミング技御 こつ いて ll. 9 12. 6 l l.0 12. 4 1 0.8

① 3 情 報類書 の理 念につ いて ll. 4 10. 8 1 2. 1 13. 1 7.7

⑫ 5 情 報教 育に おけ る教 育計画 評価 方法 につ いて 10. 9 l l. 7 9. 9 ll. 0 1 0.8

⑫ 13 市 販 の教育 用 ソフ トウ エアの基 世 鯛 讃措 用 方法 につ いて 10. 9 12. 6 8.8 9. 5 1 3.S

⑩ 14 デ l 夕べ l スの 基畦 印 嘘 活用 方 圭につ いて 10. 4 12. 6 7. 7 ll. 0 9.2

⑮ 12 各種 ニ ユ I メデ イ 7 の基礎 的 虹 故老晴 的 手Fm 万 主につ いて 7. 9 7. 2 8.8 8. 8 6.2

5.教育内容・方法・条件整備に必要な情報化

対応

5. 1学校教育の情報化への対応における四視点

学校教育の情報化-の対応の中で特にどのような教

育内容・方法の準備,条件整備を行うことが必要であ

るか,その必要度について因子分析を行った。その結

果四因子を抽出した。抽出された因子は以下のように

命名される。これに基づいて学校教育の情報化への対

応における教師の意識を考察してみる。 (表4)

I 学校現場へコンピュータ導入の積極的推進

Ⅱ 直接的教育関係の重視

IH コンビユ: 夕 . リテラシl の育成

Ⅳ 情報化社会についての自覚

I　この因子は「コンピュータ利用について指導でき

る教師を育成すること」 「各地域に情報教育の開発

に関する拠点を設置すること」等の八項目が含まれ

る。情報教育を実践する上では環境面の整備を行う

ことも必要であり,さらに学校教育へのコンピュー

タ等の導入により教育の活性化が図られ,教育方法

の幅が広がるのではないかという教師の期待をうか

がうことができる。

II　この因子は「学ぶことの楽しさ・大切さを身につけ

ること」「読・書・算の基礎・基本を身につけること」

等の五項目が含まれる。学校教育の情報化への対応が

叫ばれる今こそ,人間間の相互関係を重視することや,

直接体毒剣こ基づく教育活動を準侍することが必要不可

欠であるという意識を見ることができる。

Ⅲ　この因子は「ワープロの操作活用技術を身につけ

ること」 「コンビュ-夕の操作活用技術を身につけ

ること」等の四項目が含まれる。社会の情報化が進

む中,コンピュータを始めとする様々な情報技術の

仕組みや働きについての理解を深めることが必要で

あるという意識を見ることができる。

IV　この因子は「情報化社会の光と影の両脚J面について

学習すること」 「コンビュ-夕の社会に及ぼす影響に

ついて学習すること」等の三項目が含まれる。情報化

の中で生活していく上では,情報化の特毘社会や人

間に及ぼす影響等についての学習内容を準備すること

が必要であるという意識を見ることができる。

表4　四因子の代表的教育内容方法条件整備例と因子負

荷塁(バリマックス回転後)及び必要度の平均値

項 目 l Ⅱ Ⅲ 〟 地 平とガ

lS コンビユI タ利用についてfE導できる筋 を百
0.830

0.830

0.430

0.363

0.788 5.」3
成すること
19 各地坂に†硝 負青の田控に肘 る光点を設置す

0.778 0.709 5.:;
ること
17 各期 にlクラス人艶}のコンビユI タを設置

0.729 0.613 4 a
すること
20 コンピュータ利用に煤ける数名丘の湖 畔 を

0.703 0.648 5.K
図ること
11 コンビユI タ利用による矧こE]した学習指導を

0.702 0.681 4.95行うこと

12 各種ニユI メディアを事r用 した学習活動を行う
0.679 0.㍊0 0.626 4.9…こと

16 コンピュータによる多様な鵬 を学習活動
0.623 0.439

0.751

0.596 >.('
に取り入れること

15 コンピュータにより子ども達にファンタジブタ
0.605

0.323

1.458 4.::
な世界を えること

9 学ぶことの禁しき大切さを身につけること 0.768 6∴:

10 r読書芳」の基礎基本を身につけること 0.788 0.642 6.2!

14 教師と児童生徒との face to face の閑孫を重
0.705 0.555 6.k.

ること

8 様 な々人と接する殊の義朝 を身につけること 0.700

0.618

0.346

0.587

0.438

5lT:-

13 子どもの直接体執こ基づく学習活動を組揺する
5-9…

こと

7 ワI 1 ロの操作活用技術を身につけること 0.673 5.こき
4 コンビユl タの操作活用技術を身につけること 0.744 0.789

0.656

5.<:

6 プログラム言吾及び1 ログラミング技術を学習
0.717 4.!…

ること
3 倍紺 活用能力を身につけること 0.608 0.684 5.巳

2 情報化社会の光と影の両但耳面について学習する 0.745 0.701 5.K
こと
5 コンピュータの社会に及ぼす影響について学習

0.322 0.631 0.621 i.e.ること

1 情報の意味召甜Jについて学習すること 0.551 0.482 s.'- ¥

I
固 有 値 4.792 3.100 2.888 1.935 12.715

5. 2　学校教育の情報化対応の重要度の意識

仮設した20項目について最も重要であると恩われる

項目を選択してもらい(3項目順位付け選択:但し数

値は3項目の合計値である)教育内容・方法・条件整

備において必要とされる情報化への対応の重要度につ

いて分析を行った。これに基づいて学校教育の情報化

への対応における教師の意識を考察してみる。 (表5 )

重要度の高いものとして「学ぶことの楽しさ・大切さ

を身につけること'J 「子どもの直接体験に基づく学習活

動を組織すること」等があげられる。しかしI因子「学

校現場へのコンピュータ導入の積極的推進」の中でも,
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特にコンピュータによる学習活動の準備に関する項目

(11・12・15・16)や, Ⅲ因子「コンピュータ・リテラ

シー」の項目(3・4・6・7)については比較的重要

視されていない。重要度の高いもは全てⅢ因子の「直接

的教育関係の重視」に含まれるものであり,情報教育実

践においては,コンピュータやニュ-メディアなどの情

報手段の積極的推進にもまして,直接体験に基づく学習

内容の準備や,教師と子ども及び子ども同士のコミュニ

ケーションを大切にした授業の充実が図られるべきであ

るという教師の意識を見ることができる。

表5　代表的教育内容方法条件整備についての重要度
人(%)

爪貞 項 目 全体 男性 女性 ,J尊 畔

LT t 9 学ぶ ことの空 しさ大切さを身につけること 32. 7 26 .1 4 0.0 32. 9 3こ 3

② 13 子どもの直接順 に基づく学習活動を組織すること 28. 2 25 .2 3 1.9 30. 7 23 . 1

③ 10 rg 書買」の主従基本を身につけること 27. 2 26 .1 2 8.6 29. 2 23 . 1

④ 14 教師と児童 .生徒 との fac e to face の関係を重複するこ 2 6. 2 ご6. 1 2 6.4 27. 7 23 .1
と

⑤ 18 コンビユ- タ手綱 について指導できる教師を育成すること 2 3. 3 29. 7 1 5.4 23. 4 23 .1

⑥ 8 様々な人と接す る際の表現力を身につけること 15. 4 9. 9 22 .0 14. 6 16 .9

0 ) 1 情 報の意味役割について学習すること 12.4 13. 5 l l.0 ll. 7 13 .9

⑧ 2 0 コンビユI タ手間 に即け る放牧呂の* i紺 を図ること ll.i ll. 7 l l.0 9. 5 15 .4

ョ 1 7 各期 に 1 クラスの畑 粉 のコンピュータを設置すること 10.4 15. 3 4 .4 6. 6 18. 5

⑩ 1 9 各地泌 こ情報教育の開発 にⅨけ る鮎 を設置すること 9.g 12. 6 6 .6 9. 5 10. 8

⑫ 1 1 コンピュータ手綱 による矧 瑚 した学習指導を行うこと 8.9 9l g 7.T 9. 5 7. 7

⑫ 2 †硝 化社会の光 と影の両仁凪 こついて学習すること 8.4 ll. 7 4 .4 8- 8 7. 7

㊨ 3 情報卿 塙用施力を身につけること 8.4 9. 0 7 .7 8. 8 7. 7

⑭ 4 コンビユ- タの操作活用技術を身につけること 7.3 ll. 7 3 .3 5. 1 13. 9

⑭ 7 ワ - 7 D .v t n ;.w 飴木与耳につけること 7.9 8. 1 7 .7 8.8 6. 2

⑬ 1 2 各種ニューメディアを手間 した学習活動を行うこと 5 .5 5-4 5 .5 5」 6. 2

⑰ 6 プログラム言 吾及び1 ログラミング技術を学習すること U 6.3 1 .1 4.4 3. 1

⑩ 1 5 コンピュータにより子ども遠に 7 7 ンタジプクな世界を与 3 .5 1.8 5. 5 4.4 1. 5
え ること

⑬
1 6 コンピュータによる多様な捌 翁を学部 吉軌 こ凝り入れ

3 -5 4.5 2. 2 3.7 3. I
る こと

⑳ 5 コンビユI タの社会 .: 及ぼす影軍について学習すること 3、0 1.8 4. 4 2.9 3. 1

6.情報教育を実践する上で重要な教師の力量

6. 1教師の情報リテラシーの三日子

情報教育を実践する上でこれからの教師にはどのよ

うな情報リテラシーを備えることが重要であるか.そ

の重要度について因子分析を行った。その結果三因子

を抽出した。抽出された因子は以下のように命名され

る。これに基づいて学校教育の情報化への対応におけ

る教師の意識を考察してみる。 (表6)

l コ ンビユI タ . リテ ラシー

Ⅲ 情報ア ウェアネス

Ⅲ 教授展開能力

I　この因子は「データベースを活用できる能力を身

につけること」 「コンピュータによる統計処理・成

績管理を行う能力を身につけること」等の七項目が

含まれる。これからの教師はコンピュータを始めと

する新しい情報機器の知識や技術について理解する

と共に,これら情報機器を手段として主体的に学校

教育に役立てることのできる能力を身につけること

が重要であると考えられる。

Ⅱこの因子は「情報化社会の光と影の両側面につい

て理解すること」「コンピュータの社会に及ぼす影

響について理解すること」等の四項目が含まれる。

社会の情報化に主体的に対応できる能力を育成する

ためには,教師自身が情報化の特質,社会や人間に

及ぼす影響及び情報機器の限界等について意識し,

認知することが重要であると考えられる。

Ⅲこの因子は「学習内容を正確に表現・伝達できる

能力を身につけること」「授業分析・授業研究を進

める能力を身につけること」等の四項目が含まれる。

これらは表現伝達・発問・授業分析やその基礎とな

る教授方法の項目であり,情報教育のみならず学校

教育において,教授学習活動を展開する上で必要不

可欠な能力として重要である40)
。

表6三因子の代表的教師の情報リテラシー例と因子負

荷量(バリマックス回転後)及び必要度の平均値

項 目 I Ⅱ Ⅲ 共 通性 平 均値

14 デI 夕べ I スを活 用で き る能 力を身 につ ける こと 0. 88 1

0 8 35

0 .36 8

0.8 35 4.9 8

13 コ ンビユ - タに よる統 言 管 理の を に つけ
0. 860 0 .7 65 4.9 6るこ と

10 市 販の教 育 用 ソフ トウエア を活用 す る能 力を身 につ ける

こと
0. 837 0 .7 76 5.0 0

6 コン ビユl タを授 業の補 助 手段 として手順 で きるこ と 0. 774 0 .7 02 5.0 5

15 ワl プ ロ噸 作活 用能 力を 身につ け る こと 0. 735 0 .5 96 5.4 4

9 プ ログ ラム語 及 びプ ログ ラ ミング , 1を につ け るこ 0. 734 0 .62 1 4.7 0
と

7 各種 ニ ュー メデ ィアを毘 業の 絶肋 手段 と して利用 で きる

こと
0.6 74

0 .32 6

0 .65 0 5 .0 5

2 情報 化社 会の光 と影 の両 店価 につ いて聯 す る こと 0 .73 6 5 45

3 コ ンビ ユI タの社会 に及 ぼす 影響 につ いて聯 す る こと 1.7 72

0. 32 7

0. 67 9 5 .5 7

1 コ ンピ ュー タに不 可能な 人間 蜘 噌 腫 現 す る こと 0 .6 71 1. 56 2 5 .79

4 子 とt)の 先 皇と情報 との 関わ りにつ いて 理解 する こ と 0 .5 64 0. 45 0 0. 60 2 5 .5J

1 1 学 習内容 を正 確に義 脳 で き る軌 を身 につけ る こと 0 .3 79 1. 75 3 1. 73 5 5 .8 1

8 研 究 め る につ け ること

0. 3 09

1. 73 8 0. 76 4 5 .60

5 教 育方 法教 具につい ての知 識や 技術 を身 につ ける こと 0 .39 9 0. 58 0 0. 59 1 5. 82

12 多様 な教 育情 報の伍 値を 半】画 す る 能力 を身 につけ る こと 0. 45 8 0. 55 1 0. 58 6 5. 80

固 有 値 4 .86 5 2. 7 77 2. 55 7 10. 19 9

6. 2　教師の情報リテラシーについての重要度の意

識

仮設した15項目について最も重要であると思われる項

目を選択してもらい(3項目順位付け選択:但し数値は

3項目の合計値である)情報教育を実践する上で重要な

教師の情報リテラシーの重要度について分析を行った。

これに基づいて学校教育の情報化への対応における教師

の意識を考察してみる。 (表7)

重要度の高いものとして「コンピュータに不可能な

人間教師の役割を認識すること」 「多様な教育情報の

価値を判断できる能力を身につけること」等があげら

れるoコンビュ-夕やニューメディアなどの情報機器

が発達すればするほど,人間教師固有の役割を認識す

ることが大切であり,またこれまでにも重要視されて

きた力量が,情報教育を実践する際の教師の情報リテ

ラシ-として再認識すべきであるという教師の意識が

うかがえる。

さらに「プログラム言語及びプログラミング技術を
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身につけること」 「データベースを活用できる能力を

身につけること」などI因子「コンピュータ・リテラ

シー」にあがったコンピュータ利用に関する項目(6

・7・9・10・13・14・15)が比較的重要視されてお

らず,先に見た教員研修内容に対する意識とほぼ整合

していることが指摘できる。

表7　代表的教師の情報リテラシーについての重要度
人l?;>

順 項 目 全 体 男性 女性 ' * ?I 中 学

① 1 コ ン ビユl タに不可 能 な人指教 師 の酢 謄 認識 す る こと 4 0. 1 46. 0 33. 0 ォ .3 35. 4

ゥ 12 多 様な教 育†群 臣の 価値 を判 断で きる能 力 を身に つけ るこ と 3 0.2 28. 8 31. 9 3 2. 1 26. 2

ョ 8 提 覧分析 績 研究 を進 める能 力を 身に つけ るこ と 2 9.2 23. i 36. 3 3 2.9 21. 5

ョ 11 学 習内容 を正 確 に表現 伝 書でき る能力 を身 につ け ること 2 7.7 21. 6 35. 2 2 9.2 24. 6

⑤ 5 教 閥 教具 につ いての 鰯 や技 術を 身につ け るこ と 2 2.8 23. 4 22. 0 2 1.9 24. 6

⑥ 4 子 ど t)の 先 妻と情報 との 関わ りに つい て男解 す るこ と 1 8.3 17. 1 19. 8 1 7.5 20. 0

ゥ 2 情報 化社 会の 光 と影 の両 但価 につ いて 解 す る こと 1 1 3 19. 8 W . 3 1 7.5 16. 9

⑧ 15 ワI プロの操 作痛 用能 力を 身につ け るこ と 1 6.8 16.2 17. 6 1 6.8 16. 9

⑨ 6 コ ン ビユl タ を捜 業の補助 手 段 と して 利用で き るこ と l l.9 in 8l 8 1 U 12. 3

⑬

⑬

3 コ ン ビユl タの社会 に及 ぼす 影菅 につ いて珊 す る こと l l.4

l l.4

13. 5

15. 3

Sl 8

6 .6

1 0.2

8.8

13. 9

16. 913 コン ビユT タに よる結 琶理 の能 力を 身につ け る
こと

⑫
7 各種 二 ユ. メデ イ7 を捜 業の 補助 手段 と してI 'lffl で きる こ

9.9 9. 0 l l.0 l l.0 7. 7と

⑬
10 価 の 教育 用 ソフ トウエア を活 用す る能 力を身 につ ける こ

と 8.4 13. 5 2 .2 TIS 10. 8

⑯ 9 プ ロ グラム語 及 びプ ログ ラ ミング技 術を身 につ け るこ と 5.5 8. 1 2 .2 5. 1 6. :

⑮ 14 デ ー タベl スを活 用で きる能力 を身 につ ける こと 4.5 5. 4 3 .3 5. 1 3 .1

7.おわリに

以上の考察の結果得られた知見を整理し,情報教育

における教師の情報リテラシーを形成する上での手だ

てについて示唆する点をあげるとすれば,以下の諸点

を指摘することができる。

1教員研修内容については,プログラム言語に関す

るものよりも,学校教育におけるコンビュ-夕の実

践事例や利用方法など,より具体的なものを提示す

ることがよいのではないかと考えられる。

2　教育内容・方法については,学校教育へコン

ピュータが導入される今こそ,従来の教育を再認識

し,導入の基本に直接的教育関係の充実を据えた学

習を見直すことが重要であると考えられる。条件整

備については,情報教育に関して指導的立場の教師

を育成すると共に,教職員全体の理解を図ることが

望ましいと考えられる。

3　教師の情報リテラシーについては,これまでにも

重要視されてきた教師の力量が,情報教育を実践す

る上でも重要な教師の情報リテラシーであるといえ

る。またプログラミング技術やコンピュータの操作

活用技術にもまして,コンピュータ等の情報機器が

果たす役割の限界について理解することが大切であ

る。さらにその際,情報機器には不可能な人間教師

としての役割を認識することが,今後の重要な教師

の情報リテラシーであると考えられる。

また今回の考察を通して,いくつかの課題も残され

た。第-に教師の意識について,男性と女性,小学校
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教師と中学校教師の問に若干の差が確認できる。これ

についてさらに詳しい分析が必要であると思われる。

第二に都市部の学校と農村部の学校,あるいは学校に

おけるコンピュータの普及率などによっても教師の意

識の差が予想される。これについては機会を改めて別

の調査によって構いたい。

最後に調査の分析・考察を通して,筆者は次のこと

がらに危快の念を抱いている。それは情報教育に関心

ある教師とそうでない教師との問に格差が生じている

のではないかということである。このことは.情報数

育の基本的概念が確立されていないため,教師間に情

報教育のもつ意義が十分浸透していないことを示して

いるのではないだろうか。 「情報教育とは何か」 「な

ぜ情報技術を教育に利用する必要があるのか」といっ

た根本的問題を明確にすべきであり.これらは教育学

者に課せられた課題といえる。17'そして教師自身もま

た情報教育とはあらゆる教科の学習を通して行われる

ものである8'という認識を忘れてはならない。情報教

育はコンピュータに有能な一部の教師に任せるといっ

た考えは排除すべきであろう。

現在,これまで教師が教えようとしてきた知識や技術

に関する多くの面を,コンピュータが肩代りし始めよう

としている。この時大切なことは,教師自身が教育者と

して,どのような新しい役割を自覚することができるか

ということであろう。情報教育における教師の情報リテ

ラシーとは,実は人間教師としてのパーソナリティ-や

キャラクターに関わる部分についてであると考えられるO

つまり情報化社会とは,人間教師としての資質が問われ

る社会であるといえるのではないだろうか。
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